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治
タイプライタ
扶養料の減額

治
タイプライタ
２３

治
タイプライタ
９

治
タイプライタ
２３

治
タイプライタ
斉藤　五郎

治
タイプライタ
申立人の戸籍謄本１通、相手方の戸籍謄本１通
調停調書謄本　１通、給与明細　３か月分

治
タイプライタ
東京

治
タイプライタ
杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
１６８

治
タイプライタ
００８２

治
タイプライタ
０３

治
タイプライタ
３３３３

治
タイプライタ
３３３３

治
タイプライタ
東京都杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
同上

治
タイプライタ
斉藤　五郎

治
タイプライタ
サイトウ　ゴロウ

治
タイプライタ
９

治
タイプライタ
２３

治
タイプライタ
東京

治
タイプライタ
杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
１６８

治
タイプライタ
００８２

治
タイプライタ
東京都杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
同上

治
タイプライタ
斉藤　太郎

治
タイプライタ
サイトウ　タロウ

治
タイプライタ
６

治
タイプライタ
１２

治
タイプライタ

治
タイプライタ
相

手

方

治
タイプライタ

治
タイプライタ
０３　２２２２　２２２２

治
タイプライタ
小学生

治
タイプライタ

治
タイプライタ
４７

治
タイプライタ
会社員

治
タイプライタ
１５


H DA < D i =1

I AEHBFAMIC, F m**ﬁ**ﬁ**amrbt$ﬁxbm¥ﬁliﬁ
fffffff SRZFHBHEHE1 AL x FAICHET SE8DHREEROHET,
H DA T 7)) Fz I
1 $4A&m$ﬁﬁw**§ﬁﬁﬂﬁ¥&**ﬁ(%4)%**%&%%%
,,,,,,, EHICEVNT, FR*x*FxxB* x BRI LI-EBYIT, BIAFHEFAIC-
ﬁb&%ﬂ&bfﬁﬁﬁ**EH?O@&M&Eiju$¢O
,,,,,,, 2 LEHEMIEZ. SREBELED-H. SHEHEESIN, RSB LEL
f=o FAELHBEDIAN SABIFICUIRAFRE LAY, BIIANIZHBFEAICR L., FER

1, A2 *x*FAICHELTELS LS ICHAELEMN. WLTHbx £

(B  AHOHZTRALTLES .
— C /)



治
タイプライタ
申立人と相手方間に、平成＊＊年＊＊月＊＊日成立した申立人が相手方に支払
うべき扶養料を１ヶ月金＊＊万円に減額する旨の調停を求めます。

治
タイプライタ
１　申立人と相手方間の＊＊家庭裁判所平成＊＊年（家イ）第＊＊号扶養調停
事件において、平成＊＊年＊＊月＊＊日成立したとおりに、申立人は相手方に
対し扶養料として毎月金＊＊万円ずつの支払を履行しています。
２　上記調停成立後、景気悪化のため、会社を解雇され、別会社に就職しまし
た。調停当時の収入から極端に収入減となり、申立人は相手方に対し、扶養料
を１ヶ月金＊＊万円に減額してもらうように頼みましたが、応じてもらえませ
ん。
３　申し立ての趣旨記載の調停を求めるため、本申立をします。




